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建築材料から“環境”を考える。

第５回循環型社会-建材リサイクル PART-Ⅱ

カーペットリサイクル

（社）日本建築材料協会 技術委員会

住江織物株式会社 奈良工場

生産技術部 西尾成則
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家庭用カーペット 86,296 30,676 116,972 111,242 （一般廃棄物）

自動車用カーペット 77,260 2,927 80,187 80,946 （産業廃棄物）

業務用カーペット 46,612 1,268 47,880 144,262 （産業廃棄物）

合　　　　計 210,168 34,871 245,039 336,450

廃棄量（トン）生産量（千㎡） 輸入量（千㎡） 合　計（千㎡）

国内のカーペット消費量及び廃棄物量

（出典） カーペットの実態調査研究（カーペット等廃棄･リサイクル研究会作成、平成12年2月発行）
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カーペットの3R推進アクションプラン

このアクションプランは、主に次の「六目標」で構成する。

① 製造工程で発生する屑類の減量化を中心としたリデュースの推進

② 洗浄技術を活用したリユースの推進

③ 易リサイクル製品の開発や製造工程で発生する廃棄原材料の再利用化の推進

④ 使用済みカーペットのリサイクル方法の調査・研究と再資源材料の利用推進

⑤ 使用済みカーペットの回収方法に関する調査・研究の実施

⑥ カーペットの3Rに関する広報・PR活動の推進
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カーペットリサイクルの課題
1. リサイクル方法

ケミカルリサイクル

ケミカルリサイクルは大型設備が必要であり、規模的にカーペット製造業では困難。

又、カーペットは複合素材であり、回収率が低く、採算性が課題。

DuPont “AMMONOLYSIS” （米国）

Evergreen Nylon Recycling （米国）

マテリアルリサイクル

多種繊維、樹脂類の複合体であり、樹脂中には無機充填剤を多く含むため、再生材料としての品質・価値

が低い。繊維分の再利用についても、天然素材を含む多種繊維複合体である。更に再生処理により繊維

長が短くなり、再生用途が少ない。

Collins&Aikman ER3バッキング （米国）

Shaw Industries EnduranceⅡ カーペットパッド（米国）

サーマルリサイクル

ハロゲン含有量に規制がある。ハロゲン含有廃材は、分別と脱ハロゲン処理が必要であり、分別技術と脱

ハロゲン処理コストが課題。

高炉原料 還元剤としてのマテリアルリサイクルの側面を有する。

セメントキルン セメント材料としてのマテリアルリサイクルの側面を有する。

ガス化溶融炉 ガス燃料化

2. 回 収

回収と分別 カーペット廃材は一般廃棄物、粗大ゴミであり、回収分別は可能か? 回収分別費用が課題。
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国内のタイルカーペットメーカーのリサイクルの取組み（推定含む）

項目

社名
使用樹脂

リサイクル

研究開発

リサイクル

対象

リサイクル

部位・方法

リサイクル

設備

リサイクルの進捗
その他

端材 使用済

T社 PVC NEDO
産学共同開発

繊維

樹脂

樹脂層へ

シート状

自社

協力工場
実施中 検討中 2000年

N社 PVC 自社 樹脂
樹脂層へ
練り込み

自社

協力工場
実施中 検討中 2003年

M社
PVC
PAC

自社 樹脂
テーブルタイル

材料

自社

協力工場
実施中 検討中 2001年

Y社 PVC 自社
繊維

樹脂

樹脂層へ

シート状

（ｶﾚﾝﾀﾞｰｼｰﾄ）

協力工場 実施中 検討中 2003年

H社 PVC 米国技術導入
繊維

樹脂

樹脂層へ

シート状

（ｶﾚﾝﾀﾞｰｼｰﾄ）

協力工場 実施中 検討中 2002年

住江
PVC

APAO
CJC

産学共同開発

繊維

樹脂

樹脂へ

練り込み

自社

協力工場
実施中 検討中

1997年
2001年

G社
（処理業者）

PVC 自社 樹脂
樹脂層へ
シート状

（ｶﾚﾝﾀﾞｰｼｰﾄ）

自社

協力工場
－

使用済
カーペットが

対象
2002年
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住江織物㈱カーペットリサイクルの取組み

1. 再生ポリエステル糸の製造

● ＰＥＴ繊維“スミトロン” …ＰＥＴ BOTTLE TO FIBER

2. ＰＶＣタイルカーペットマテリアルリサイクルシステム

● タイルカーペット廃材の特殊粉砕処理による

ＰＶＣタイルカーペットへの再利用

3. ＡＰＡＯタイルカーペットマテリアルリサイクルシステム

● オレフィン系樹脂を使用したＡＰＡＯタイルカーペット廃材の特殊処理による

ＡＰＡＯタイルカーペットへの再利用

4. 自動車用カーペットマテリアルリサイクルシステム

● 自動車用カーペット廃材の特殊処理による自動車用カーペットへの再利用
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今後のカーペットリサイクルの方向
1. 工程廃材・施工端材・特定の使用済みカーペット（製造メーカー毎）

マテリアルリサイクル カーペット再生原料用途 ……処理コスト
カーペット以外の再生原料用途 …用途開発

サーマルリサイクル 破砕・造粒処理 ……処理コスト
塩ビ系・非塩ビ系の分別 ……分別技術

2. 使用済みカーペット（カーペット工業組合）

サーマルリサイクル 高炉原料、セメントキルン、ガス化溶融炉等、

の商業受け入れを利用

回収システムは処理先の受入体制を利用

他業者との相乗を検討

技術面：脱ハロゲン処理・分別技術と造粒技術確立

回 収：回収システム、コスト

3. 易リサイクル商品の開発

再生可能なカーペットの開発（素材開発、再生技術）

回収システム（経済性、法的バックアップ）

課 題


